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土壌水分な らびに地温の相違 とダイズの生育反応

柴 田 惇 次 ・ 金 子 一 郎

(東北 農業試験 場 )

Inf■uonco oF Sol■  Mo18ture and Soi■  T empera●ュro

on Crowth and Yio■ a of sOybean8

Mototugu SIIBATA arld lchiro KANEKO

( T●hoku 、at iolla■  Agric■■tura■ Experinent Station )

は じ め に

水田転換畑はその立地上,積極的に安定多収を図るため

の水利用が可能な条件にある。その反面,土壊水分はしば

しば過湿に陥り,それに附随 して地温も低下することが多

く,こ の地温低下もまた,ダイズの生育に大きな影響を与

えている。

一方,水回転換畑におけるダイズの生育・収量に及ぼす

土壌水分の影響についての研究成果は少なく,特に,IL4
水分の指標として今日,広 く使われているpr値 との関係

についての成果は少ない。そこで,転換畑における水管理

上の基礎的知見を得るために,ダイズ栽培上の好適土壌水

分 pll値 を,地温との関連で検討 したので,その概要を報

告する。

試 験 方 法

1 培地条件

60m方形,深 さ45“の鉄製ボットに転換初年目の沖積

水田土壌を充娯した培地を用いた。施胆はN:07,P206
:25,K20:22の /1ボ ット とし,品種はライデンを用

い, 5月 25日 にンフィーボットに播種 したものを6月 10日

に定植した。栽植は1ポ ット4株, 1株 1本立とした。

2 試験区の構成

注.全花数の30,開花までの期間を生育前j91と した。

3 土壌水分,地温処理の方法とその経過

IE4水分処理  地中給水法により,地表下 15"層 と

した。なお,低地温の各区は常地温のそれよりも01～02

低く経過したが,他はおおむね計画通 り保持された。

低地温処理  ボットを水槽中に置いて地温調節を行つ

た。単に地表面にポットを置いた常地温に対 し 09～ 17

℃低く設定 された (以下単に低地温 と呼称 )。 なお,土

壊水分,低地温は定植後の全期間処理とした。

試験結果 及び考察

生育に及ぼす土壌水分の影響  ダイズの生育の良否は

茎長の伸長状況に最も端的に現われるとみられる。そこで,

茎長について土壌水分pF2 1の Ⅲo区 を対照区と仮定し,

各区の■o区対比指数を示 したのが図 1である。 これによ

れば,常地温では土颯水分間の生育差は小さいが,こ れら

の中でIo区,すなわち, pF17区が最も生育が優 り, こ

れよりも,高低いずれのpF条件においても生育は劣つた。

一方,低地温では常地温に比べ,いずれの区も生育は不良

で,時期を経るに従い生育差は拡大し,成熟期における

ⅢL区は■o区対比で75%まで低下した。又,低地温の上

壊水分間では低pF区ほど順調な生育を示す反面,高 pF区

での生育は著しく抑制されることが注目された。

図1 茎長の冊0区対比指数の時期別推移 (49年 )

開花数,結葵率と土壊水分  ダイズでは開花数を確保

し,結薬率を高めることが多収の前提 となる。図 2①の開

花数では■o区,すなわち,pF 1 7が最も多いが,低地温

では低 p「 区程開花数が多く, 前述の茎長の伸長量と同傾

向を示 した。図 2② の結葉率では■o区 ,■ o区は両年とも

高率を示 し,又 ,低地温ではIL区 が最も高率であつたo

一方,高 pr区では,いずれも低下が著 しく,結葉率に関

してはpF 26程度でもかなり強い(―)要因になることが認

められた。

有効爽数,子実重と土壌水分  この試験において収量

は開花数,結奏率に大きく支配され, 1葉 当り稔実粒数,

子実百粒重などの影響は小さい。そのため,有効哄数と子

実重の,処理による相対的な動きはよく類似 している(図
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注. 1)実森は仏地薇,尽線は常地温を示す。

2)図 中の ( )内 は mO区の個体当り数値
を示し,上段は49年 ,下段は50年を示す。

図2 生育期間中の平均土壌水分pH値 と諸形質との関係

2③,④ )。 そこで,子実重について土壌水分との関係を

みると,IO区が最も多収を示 した。 文,低地温の土壊水

分間では IL区 ,IL区 が多収を示すとともに,こ れらの区

間では収量差は小さい。 しかし, 皿L区, VL区 などの高

p「 区となるに従い減収の程度は著しくなる。

以上のように,ダ イズの好適土壊水分pF値 は地温によ

り動き,常地温ではpF 17前後が好適土壌水分 pp値 とみ

られた。このpF値 は, 従来, いわれてきたそれよりも

低く,こ の点については西ズ),原 田らうの報告とlpl様 で

あつた。又,低地温ではっF17よ りも更に低pF条件で好

結果を得たことが注目される。その理由は,① ダイズ根の

活力は低地温により劣化するため,易利用上壌水分の多い

低 pp区 が有利なこと。② 高pF区では土壌水分の移動速

度が小さく,又,地中給水法によったため,土層間に水分

勾配が生 じ,耕土の上層部への毛管移動による給7」Rよ りも

作物及び地表面からの蒸発散量が大となって,根の分布,

吸水に適さない土層が厚くなつたこと,な どが考えられる。

本来,好適士鏃水分は 02の欠乏,C02の 蓄積などによっ

て,それ以上水分が増せば過湿にFr● いるという限界土壌水

分であるう といわれている。本試験では常地温でpF1 7程

度が好通し,低地温では,こ れよりも,更 に低い pP条 件

が好適するという結果を得たことは当然のことといえよう。

生育後期の土壌水分と登熟  この試験で,V～lll区に

おける登熟の良否は,生育後期のILA水分に起因するもの

とみてよい。そこで,登熟の代表的形質 として子実百粒

董,村茎比について検討した。その結果,子実百粒重では

Ⅷo区でやや低下するが,他の水分区では低下はみられな

かつた。叉,粒茎比ではVo区で高く,Ⅷ o区での低下がや

や大きい。これらの傾向は低地温でも同様であるが,そ の

程度は常地温に比べ軽い。

以上のように, pF 25～ 27での登

'1形

質の低下は予想

されたことではあるが,pF12前後のやや多湿とも思える

土壌水分区で好結果を得たことは注目される。 しかしなが

ら,生育後期の土壌水分処理における登熟形質の変動は概

して小さく,生育前lulの それよりも明らかに小さい。従つ

て,生育後期の土壌水分の収量に与える影響は,生育前期

のそれに比べ小さいと思われた。

転換畑初年 目の沖積水田土壌を充鎮したポットを用い,

ダイズ栽培上の好適土壊水分を地温との関連で検討 し,次

のlb■果を得た。

1 開7し までの生育に及ぼす好適土壌水分はっF17前後

とみられ,こ れより高低いずれの水分においても生育は劣

った。文,地温の生育に及ばす影響はlH対的に大きく,叉 ,

低地温条件下では多湿区ほど好結果を示 した。

2 結奏率はゃF17～ 21で高率を示 した反面,低地温

条件ではプ 25前後でも,かな り強度の (―)要因になるこ

とがわかった。

3 子実収量は pF 17区 で最も多収が得 られた。

4 生育後期における。F12～ 27の水分処理範囲では,

低 pF程良好な登熟を示した。叉,収量に及ぼす生育後lUi土

壊水分の影響は生育前期のそれに比べ小さいとみられた。
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